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国
際
高
等
学
校
広
島
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
書
道
部
の
活
動
で
「
誰

か
の
心
の
支
え
と
な
る
書

を
！
」
を
め
ざ
し
て
国
内
外
で

の
幅
広
い
活
動
に
対
し
て
。

　

社
会
部
門
は
六
団
体
。
国
際

交
流
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ
ａ
Ｓ

は
、
広
島
の
若
い
世
代
と
し
て

国
際
交
流
、
平
和
活
動
の
活
性

化
を
め
ざ
し
て
の
積
極
的
な
取

り
組
み
に
。
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ

リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
子

供
た
ち
の
マ
リ
ン
バ
演
奏
を
通

し
て
、
国
内
外
へ
の
活
発
な
国

際
親
善
活
動
に
対
し
て
。
広
島

日
タ
イ
友
好
協
会
は
、留
学
生
、

帰
国
留
学
生
と
の
交
流
、
講
演

会
、
会
話
教
室
を
展
開
す
る
な

　

国
際
理
解
、
協
力
、
交
流
な

ど
の
活
動
を
顕
彰
す
る
広
島
ユ

ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
（
主
催
・

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、
後
援
・
広
島

市
教
育
委
員
会
）
の
表
彰
式
と
新

春
コ
ン
サ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ

た
恒
例
の
「
ユ
ネ
ス
コ
新
春

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
は
、
十

四
回
目
を
迎
え
て
、
一
月
二
十

一
日
、
広
島
市
文
化
交
流
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

○
第
一
部
、奨
励
賞
表
彰
式
は
、

ま
ず
北
川
建
次
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
続
い
て
選
考
委
員
長

の
広
島
大
学
中
山
修
一
名
誉
教

授
が
講
評
。
北
川
会
長
か
ら
賞

状
と
記
念
の
ブ
ロ
ン
ズ
楯
が
次

の
学
校
、団
体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
校
部
門
は
、
四
校
。
広
島

市
立
大
林
小
学
校
は
、
ホ
タ
ル

の
町
の
復
活
を
め
ざ
し
て
ホ
タ

ル
の
幼
虫
か
ら
飼
育
、
繁
殖
と

い
う
地
道
な
活
動
に
対
し
て
。

広
島
市
立
仁
保
小
学
校
は
、
牛

乳
パ
ッ
ク
回
収
運
動
を
通
し
て

環
境
改
善
教
育
に
取
り
組
み
、

戦
災
国
の
児
童
を
支
援
す
る
な

ど
国
際
協
力
活
動
に
。
広
島
市

立
牛
田
中
学
校
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ル
ソ
ン
島
の
自
然
環
境
保

護
活
動
に
協
力
し
、
現
地
の
森

の
再
生
の
た
め
の
植
林
支
援
な

ど
に
対
し
て
。
ク
ラ
ー
ク
記
念

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
演
奏

四
校
と
六
団
体
に
活
動
奨
励
賞

挨
拶
す
る
北
川
会
長

東日本大震災から一年

優
し
さ
と
、
そ
の
笑
顔
が

平
和
と
勇
気
の
力
に
新春フェスタ
２０１２
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ど
の
国
際
平
和
教
育
へ
の
取
り

組
み
に
。
広
島
ベ
ト
ナ
ム
協
会

は
、
留
学
生
支
援
を
は
じ
め
教

育
、
文
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

国
際
交
流
、友
好
親
善
活
動
に
。

ひ
ろ
し
ま
お
も
ち
ゃ
病
院
は
、

お
も
ち
ゃ
の
お
医
者
さ
ん
と
し

て
、「
物
を
大
切
に
す
る
心
を

　

表
彰
に
続
い
て
各
学
校
、
団

体
の
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
活
動

内
容
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

○
第
二
部
は
、
新
春
コ
ン
サ
ー

ト
。
今
年
は
奨
励
賞
受
賞
の
広

島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
出
演
。
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
の
「
ア
イ
ネ　

ク
ラ
イ
ネ
ナ

ハ
ト
ム
ジ
ク
」
で
華
や
か
に
始

ま
り
、
子
供
た
ち
の
奏
で
る
マ

リ
ン
バ
の
素
晴
ら
し
い
音
色
と

響
き
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

白
い
つ
な
ぎ
に
カ
ラ
フ
ル
な
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
子
供
た
ち
は
、
幼
稚

園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
十
八

名
。表
情
豊
か
で
可
愛
ら
し
く
、

マ
リ
ン
バ
の
間
を
軽
々
と
動
き

回
っ
て
の
、
時
に
激
し
く
、
時

に
さ
さ
や
く
よ
う
な
演
奏
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
、
ラ
テ
ン
、
ジ
ャ
ズ
、
中

国
や
日
本
の
歌
な
ど
十
七
曲
を

休
み
な
し
で
演
奏
。
初
め
か
ら

終
わ
り
ま
で
子
供
た
ち
の
パ

ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
。

会
場
は
、
笑
顔
と
拍
手
に
あ
ふ

れ
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ

ど
に
盛
り
上
が
っ
て
コ
ン
サ
ー

ト
は
終
わ
り
ま
し
た
。

○
会
場
を
移
し
て
の
パ
ー
テ
ィ

ー
は
、
子
供
た
ち
の
マ
リ
ン
バ

演
奏
の
余
韻
の
な
か
で
和
や
か

に
始
ま
り
ま
し
た
。
木
村
進
匡

副
会
長
の
挨
拶
、
佐
藤　

仁

多
山
報
恩
会
理
事
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
会
食
。

　

食
事
の
合
間
に
、
受
賞
団
体

が
入
れ
替
わ
り
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
や

活
動
余
話
な
ど
を
披
露
し
、
古

田
碩
永
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
ユ
ネ
ス
コ
会
員
と

受
賞
団
体
や
関
係
者
、
参
加
者

と
の
和
や
か
な
交
歓
、
交
流
の

一
日
は
過
ぎ
、
年
の
初
め
に
ふ

さ
わ
し
い
思
い
出
に
残
る
「
ユ

ネ
ス
コ
新
春
フ
ェ
ス
タ
」
と
な

り
ま
し
た
。

（
文
化
部
会
長　

井
尾
義
信
）

育
む
」
こ
と
を
目
標
に
、
物
や

人
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
育
て

る
た
め
の
活
動
に
。
ヒ
ョ
ウ
モ

ン
モ
ド
キ
保
護
の
会　
広
島
市

支
援
隊
は
絶
滅
危
惧
に
指
定
さ

れ
た
チ
ョ
ウ
の
生
息
環
境
の
保

全
、
啓
発
な
ど
の
指
導
役
と
し

て
の
地
道
な
活
動
に
対
し
て
。

広
島
市
立
大
林
小
学
校

　

�　
「
ホ
タ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
も
と
、
環
境
教
育
と
地
域
づ

く
り
に
寄
与

広
島
市
立
仁
保
小
学
校

　

�　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
。

　

環
境
教
育
に
努
め
国
際
協
力

広
島
市
立
牛
田
中
学
校

　

�　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
の

植
林
活
動
支
援
。
環
境
問
題
の

啓
発
、
国
際
協
力
に
貢
献

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校

　
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

　

�　
「
書
」
の
発
表
活
動
を
通
じ

て
命
と
平
和
の
大
切
さ
を
発
信

国
際
交
流
グ
ル
ー
プC

A
N
V
aS

　

�　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
若
者
と
連

帯
。
共
通
の
被
曝
体
験
に
基
づ

い
て
核
廃
絶
と
平
和
の
活
動
を

推
進

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

�　

国
内
外
で
マ
リ
ン
バ
演
奏
活

動
。
子
ど
も
の
音
楽
教
育
を
推

進
し
国
際
交
流
に
貢
献

広
島
日
タ
イ
友
好
協
会

　

�　

タ
イ
王
国
・
社
会
福
祉
国
民

会
議
と
交
流
。
平
和
シ
ン
ポ
の

開
催
、
恵
ま
れ
な
い
子
女
へ
学

資
援
助

広
島
ベ
ト
ナ
ム
協
会

　

�　

ベ
ト
ナ
ム
の
留
学
生
支
援
や

児
童
・
生
徒
里
親
運
動
を
推
進
。

日
越
の
友
好
親
善
に
貢
献

ひ
ろ
し
ま
お
も
ち
や
病
院

　

�　

お
も
ち
ゃ
の
“
治
療
”
を
と

お
し
て
子
ど
も
た
ち
の
物
を
大

切
に
す
る
心
を
育
む
。
環
境
問

題
へ
の
関
心
を
喚
起
し
青
少
年

の
健
全
育
成
に
寄
与

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
保
護
の
会

　
広
島
市
支
援
隊

　

�　

絶
滅
危
惧
種
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ

ド
キ
の
保
護
活
動
。
生
物
多
様

性
の
保
全
・
自
然
保
護
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

奨
励
賞
受
賞
者
一
覧
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広
島
市
よ
い
本
を
す
す
め

る
母
の
会
と
の
出
会
い

　

子
ど
も
と
こ
ど
も
の
本
に
か

か
わ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か

四
十
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
長

男
が
小
学
校
に
入
学
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
“
と
も
は
と
号
”
の
お
手

伝
い
を
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
ど

も
図
書
館
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
、「
広
島
市
よ
い
本
を
す

す
め
る
母
の
会
」
の
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
参
加

す
る
と
、
一
ヵ
月
間
五
十
冊
の

団
体
貸
し
出
し
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
で
、
近
所

の
お
母
さ
ん
達
に
よ
び
か
け
、

地
域
文
庫
を
始
め
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
達
が
交
代
で
、
グ
ル
ー

プ
の
子
ど
も
達
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
本
を
選
び
、
お
話

会
や
読
書
会
を
、
又
み
ん
な
で

お
や
つ
を
手
作
り
し
た
り
な
ど

な
ど
、
本
を
通
し
て
親
子
で
楽

し
む
交
流
の
場
に
な
っ
た
こ
と

を
、懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
頃
の
こ
ど
も
図
書
館

は
、
原
爆
の
廃
墟
の
中
、
昭
和

二
十
五
年
広
島
出
身
の
ハ
ワ
イ

在
住
の
方
達
が
基
金
を
集
め
、

子
ど
も
の
為
の
唯
一
の
施
設
と

し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
当
初
の
建
築
は
、

有
名
な
丹
下
健
三
氏
の
設
計
に

よ
る
、
総
ガ
ラ
ス
張
り
、
き
の

こ
型
の
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、

市
公
文
書
館
に
は
丹
下
氏
手
が

き
の
設
計
図
が
、
今
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
母
の
会
の
活
動
か
ら

　
　
　
　
　
学
ん
だ
こ
と

　

当
時
、
よ
い
本
を
す
す
め
る

母
の
会
は
設
立
三
年
目
で
、
お

母
さ
ん
た
ち
は
手
探
り
で
、
活

動
を
始
め
た
ば
か
り
で
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
異
な
っ
た
母
親
の

自
発
的
な
活
動
を
、
市
の
信
井

社
会
教
育
部
長
（
前
ユ
ネ
ス
コ
協

会
会
長
）
や
鈴
木
青
少
年
セ
ン

タ
ー
館
長
、
藤
原
子
ど
も
図
書

館
館
長
か
ら
助
言
、
ご
協
力
い

た
だ
け
た
こ
と
は
、
母
の
会
に

と
っ
て
、
と
て
も
幸
い
な
こ
と

で
し
た
。

　

講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
や

研
修
会
、
グ
ル
ー
プ
で
の
お
話

会
や
読
書
会
、
又
子
ど
も
達
が

好
き
な
お
話
を
発
表
す
る
「
子

ど
も
童
話
大
会
」
の
開
催
、
親

子
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
の
発
行
、

そ
し
て
子
ど
も
図
書
館
と
共
催

の
「
夏
休
み
読
書
相
談
」
や
、

子
ど
も
の
心
を
育
て
る
「
良
書

目
録
」
づ
く
り
、
な
ど
な
ど
活

動
が
全
市
的
に
広
が
り
、
若
い

次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い

き
、
多
く
の
こ
と
を
と
も
に
学

ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
奇
し

く
も
今
年
、
母
の
会
は
五
十
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
し
て
戦
後
、
子
ど
も
の
本

が
児
童
文
学
と
し
て
話
題
に
な

り
、
世
界
的
に
も

様
々
な
素
晴
ら
し
い

作
品
が
、
多
く
の
作

家
達
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
民
話
や
古
典
は

も
ち
ろ
ん
、
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
や
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
、
ナ
ン
セ

ン
ス
、
又
幅
ひ
ろ
い

科
学
か
ら
考
古
学
、

環
境
、
平
和
人
権
そ

の
他
、
時
代
を
反
映

し
た
作
品
が
出
版
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
良
書
目
録
の

選
定
で
は
、
す
て
き

な
本
と
出
会
い
、
思
い
を
共
有

す
る
人
々
と
の
語
ら
い
は
ほ
ん

と
う
に
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

一
九
九
五
年
、
北
京
で
第
四

回
世
界
女
性
会
議
が
開
催
さ

れ
、
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
広
島
か
ら
「
平
和
を

発
信
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら

“
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
の
創

造
”
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
、
資
料
と
し

て
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
絵
本
」
を
用

意
し
、
世
界
の
人
々
に
紹
介
し

ま
し
た
。
そ
の
時
「
絵
本
」
が

民
族
や
宗
教
、
文
化
の
壁
を
越

え
て
、
人
々
の
心
を
動
か
す
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。帰
国
後
、

メ
ン
バ
ー
で
“
ひ
ろ
し
ま
と
世

界
を
結
ぶ
子
ど
も
文
庫
”
を
た

ち
あ
げ
“
ヒ
ロ
シ
マ
を
伝
え
る

絵
本
”
を
世
界
に
贈
る
こ
と
を

始
め
ま
し
た
。

　
百
四
十
七
カ
国
へ

　

そ
し
て
多
く
の
人
々
に
助
け

ら
れ
、
百
四
十
七
カ
国
思
い
も

か
け
ぬ
方
々
に
も
贈
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
河
野
前
衆
院
議

長
、
ペ
ロ
シ
前
下
院
議
長
、
ク

リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
か
ら
届
い

た
と
い
う
お
礼
状
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
。
又
国
連
軍
縮
フ
ェ

ロ
ー
・
ザ
レ
ス
キ
ー
団
長
は
、

国
連
図
書
館
の
蔵
書
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
し
た
。

　

人
間
が
作
り
だ
し
た
最
大
の

文
化
、
本
の
も
つ
力
が
人
々
の

心
を
動
か
し
、
平
和
な
未
来
に

つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
、
世
界

の
ど
こ
か
で
ず
っ
と
読
み
続
け

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本のもつ力は人の心を動かし、
平和な未来につながる

ひ
ろ
し
ま
と
世
界
を
結
ぶ

子
ど
も
文
庫
代
表
　
　
　
　
柴
田
幸
子
さ
ん
　

子
ど
も
の
本
で

〝
ヒ
ロ
シ
マ
〟
を
伝
え
る

春

夏

秋

冬

明
日
（
あ
し
た
）

へ

想
い
を
込
め
て

－２－

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
本
を
世
界
に
お
く
る
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広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
日

本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
呼
び

か
け
で
、
国
内
の
地
域
ユ
ネ
ス

コ
協
会
と
共
に
、
東
日
本
大
震

災
一
周
年
の
三
月
十
一
日
、
地

震
発
生
時
刻
午
後
二
時
四
十
六

分
に
、
追
悼
と
震
災
復
興
、
被

災
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
励
ま
し

の
思
い
を
込
め
、
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。

　

集
会
は
平
和
記
念
公
園
北
側

の
平
和
の
鐘
の
前
で
。
木
村
副

会
長
の
挨
拶
、
全
員
に
よ
る
黙

祷
の
後
、
打
鐘
。
子
ど
も
支
援

の
た
め
の
市
民
参
加
の
寄
せ
書

き
も
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
の
総
会
で
組
織
部

会
長
を
末
重
先
生
の
後
を
受
け

ま
し
た
。
最
初
の
活
動
が
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

国
際
部
会
長
の
藤
井
正
一
先
生

に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
原
稿

（
案
）
を
ベ
ー
ス
に
三
回
の
組

織
部
会
の
検
討
会
議
を
重
ね
、

役
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も

踏
ま
え
て
、
八
月
末
に
完
成
。

カ
ラ
ー
写
真
入
り
の
見
栄
え
の

良
い
？
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
三
千
部

が
十
二
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

　
　
　

ル
し
ま
し
た
。

　
　
　

�　

会
員
ご
自
身
か
ら
の

勧
誘
や
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ

ン
・
各
種
行
事
等
の
際

に
ご
案
内
す
る
な
ど
し

て
、
会
員
拡
大
の
有
効

な
ツ
ー
ル
と
し
て
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

　
　
　
　
（
組
織
部
会
長　松

岡
盛
人
）

県
内
二
十
二
校
が
加
盟

　

広
島
県
内
小
学
校
、中
学
校
、

高
等
学
校
が
加
盟
す
る
県
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
連
絡
協
議
会
が

昨
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、
以
来

こ
の
一
年
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
＝
持
続
発

展
教
育
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
が
進
み
ま
し
た
。

広
島
市
で
も
昨
年
八
月
、
広
島

ユ
協
会
員
多
数
が
出
席
し
て
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
広
島
県
は
小
・
中
・

高
校
合
わ

せ
て
二
十

二
校
が
加

盟
、
安
芸
郡
矢
野
町
の
小
・
中

学
校
全
校
が
加
盟
申
請
準
備
中

で
広
島
ユ
協
は
申
請
書
英
訳
で

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
島
大
学
が
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
支
援
大
学
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
、
矢

野
町
の
学
校
の
申
請
作
業
の
支

亀
井
県
連
会
長
が

ブ
ロ
ッ
ク
会
長
に
再
任

　

二
月
四
日
か
ら
二
日
間
、
二

○
一
一
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
が
地
元
協

会
な
ど
の
主
催
で
出
雲
市
に
お

い
て
開
か
れ
、七
十
人
が
参
加
。

広
島
か
ら
は
亀
井
章
、
井
尾
義

信
、
山
本
隆
信
、
藤
井
孝
行
、

大
福
知
彦
、古
田
碩
永
の
六
人
。

　

日
ユ
協
の
財
務
・
事
業
、
各

協
会
の
活
動
の
活
性
化
の
た
め

の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
探
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、基
調
講
演
、

協
議
、
事
例
発
表
、
各
県
報
告

が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
の
交

換
が
あ
っ
た
。
次
回
は
十
一
月

に
宇
部
市
と
決
定
。
当
ブ
ロ
ッ

ク
協
会
長
に
亀
井
章
広
島
県
ユ

連
会
長
が
再
任
。

（
副
会
長　

古
田
碩
永
）

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県

内
の
宮
島
、
東
広
島
、
因
島
な

ど
の
地
域
ユ
協
も
地
区
の
学
校

に
加
盟
を
働
き
か
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
一
年
の
動
き
は
次
の
と

お
り
。「　

」
内
容
、
○
主
催

▽
共
催
・
後
援
、　

～
会
場

◇
十
一
年
三
月
二
十
六
日
「
県

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
連
絡
協
設

立
総
会
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
修
会
／
発
表

『
福
山
市
駅
家
西
小
、
山
陽
女

学
園
中
等
部
、
白
木
高
校
』」

日
ユ
協
連
、
ほ
か
▽
広
島
市
教

育
委
、
県
ユ
連
、
広
島
ユ
協
～

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

◇
同　

十
一
年
十
二
月
三
日

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
修
会
／
講
演
『
持

続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
』

講
師
・
木
曽
功
ユ
ネ
ス
コ
大
使

／
実
践
発
表
『
福
山
市
駅
家
西

小
、
尾
道
北
高
校
』」
○
県
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
連
絡
協
、
日

本
持
続
発
展
教
育
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
▽
県
教
委
、
県
ユ
連
～
県

立
歴
史
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
同　
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　

年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　

四
日
「
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
講
演
『
持
続

可
能
な
地
域
社
会
』
講
師
・
木

曽
功
大
使
／
報
告
『
自
然
学

校
』
広
島
自
然
学
校
『
島
根
の

取
り
組
み
』
し
ま
ね
自
然
と
環

境
財
団
」
○
環
境
省
、
ほ
か
▽

ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
～

広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

○
同
連
絡
協
▽
広
島
県
ユ
連
～

三
原
市
◇
同　

八
月
十
一
日

「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
研
修
会

ｉ
ｎ
広
島
／
事
例
発
表
『
福
山

市
内
海
小
、
奈
良
教
育
大
附
属

中
、
愛
媛
県
新
居
浜
南
高
』
／

討
議
＝
発
表
者
・
中
山
修
一
・

米
田
伸
次
」
○
文
部
科
学
省
、

「
３
・
11
の
鐘
」

平
和
公
園
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

　
　
～
こ
の
一
年
の
動
き
～	

県
連
協
　
亀
井
　
章
　
　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
（
島
根
県

出
雲
市
）
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高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー

を
、
去
る
十
二
月
二
十
三
日

（
祝
）
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

当
協
会
の
副
会
長
で
あ
る
中
山

修
一
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

に
よ
る
基
調
講
演
「
平
和
で
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
ユ
ネ
ス
コ
」
と
題
し
て
、
ユ

ネ
ス
コ
活
動
や
そ
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
山
陽

女
学
園
高
等
部
か
ら
今
、
留
学

で
来
て
い
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
三
名
に
よ
る
日
本
で
の
印
象

や
生
活
文
化
の
違
い
な
ど
の
発

表
や
日
本
か
ら
留
学
し
た
二
人

の
体
験
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
広
島
大
学
附
属
高
校

は
ユ
ネ
ス
コ
班
の
取
り
組
み
と

し
て
ド
イ
ツ
ハ
ノ
ー
バ
ー
と
の

交
流
の
様
子
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ユ
ネ
ス
コ
会
員
を

含
む
五
十
二
名
、
そ
の
内
高
校

生
が
二
十
七
名
（
九
校
）
で
四

班
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
か

ら
は
、
紙
屋
町
メ
ル
パ
ル
ク
前

で
、「
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に

教
育
を
！
」
と
通
り
か
か
っ
た

市
民
に
声
か
け
を
行
い
、
世
界

寺
子
屋
運
動
の
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
四
万
一
千
六
百
四

十
六
円
の
浄
財
が
集
ま
り
、
日

本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
へ
届
け

ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
国
際

理
解
や
交
流
の
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
今
後
一
層
交
流
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
青
少
年
育
成
部
会
長　

國
田　

繁
）

　

～
新
年
度
総
会
～

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
平
成

二
十
四
年
度
総
会
が
、
五
月
二

十
六
日
（
土
）
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

二
十
三
年
度
新
規
会
員

《
一
般
会
員
》

　

梅
本　

昌
子　

車
地
か
ほ
り

　

田
川　
　

清　

畑
口　
　

實

　

本
原　

浩
美　

山
下　

洋
子

　

湯
浅　

清
治　

横
偑　

智
恵

　

和
田　

文
雄　

渡
辺
真
由
美

《
団
体
会
員
》

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ン
キ
廣
島
21

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
中
心

と
な
っ
て
行
っ
た
（
二
〇
一
〇

年
十
二
月
～
二
〇
一
二
年
二
月
の
期

間
）
支
援
・
義
援
募
金
は
次
の

通
り
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○�

書
き
損
じ
は
が
き
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
　

六
百
七
枚
（
切
手
交
換
）

○�

街
頭
募
金
（
コ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
・
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー

参
加
生
徒
）
二
〇
一
〇
／
十
二

月
、
二
〇
一
一
／
十
二
月

○
東
日
本
大
震
災
義
援
募
金

　
�　

二
〇
一
一
／
三
月
ユ
ネ
ス

コ
サ
ロ
ン
、「
橋
本
勇
夫
ギ

タ
ー
＆
オ
ル
ゴ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」

○�

東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援

募
金

　

二
〇
一
一
／
五
月
ユ
ネ
ス
コ

サ
ロ
ン
、
／
七
月
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
、
二
〇
一
二
／
一
月
ユ
ネ

ス
コ
新
春
フ
ェ
ス
タ
合
計
金
額

は
２
１
５
、７
７
５
円
で
す
。

（
理
事　

山
本
隆
信
）　

深
崎
敏
之
先
生
を
偲
ぶ

（
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
顧
問
）

　

広
島
ユ
協
会
顧
問
の
深
崎
敏

之
先
生
が
本
年
一
月
一
日
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変

な
驚
き
で
あ
り
悲
し
み
で
し
た
。

　

企
画
さ
れ
た
「
国
際
交
流
サ

ロ
ン
」（
現
在
は
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

に
改
称
）
は
、
元
大
使
、
文
化

人
を
迎
え
て
活
気
あ
る
事
業
で

し
た
。
青
少
年
活
動
で
は
、
多

山
報
恩
会
の
協
力
も
い
た
だ

き
、
深
崎
先
生
が
中
心
で
高
校

生
を
五
大
陸
に
海
外
派
遣
す
る

平
和
推
進
事
業
は
五
年
間
実
施

し
、
国
際
理
解
を
深
め
、「
ヒ

ロ
シ
マ
の
心
」
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

深
崎
先
生
が
、
本
協
会
発
会

当
時
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
積

極
的
に
参
加
、
貢
献
さ
れ
た
数

多
く
の
功
績
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

北
川
会
長
を
は
じ
め
会
員
一

同
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

（
国
際
部
会
長　

藤
井
正
一
）

　

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
青
年
部

が
、
広
島
研
修
旅
行
で
、
三
月

二
十
六
日
（
月
）
か
ら
二
十
八

日
（
水
）
の
予
定
で
、
広
島
平

和
記
念
資
料
館
（
原
爆
資
料
館
）

の
訪
問
や
慰
霊
碑
め
ぐ
り
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
北
川
会
長

の
被
爆
体
験
講
話
、
世
界
遺

産
・
宮
島
の
見
学
を
行
い
ま
す
。

　

同
協
会
の
来
広
は
今
回
で
十

三
回
目
。
広
島
ユ
協
会
は
受
け

入
れ
の
世
話
役
と
し
て
、
研
修

と
交
流
行
事
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
長　

柴
田
幸
子
）

高校生の報告会㊤と寺子屋街頭募金

【
青
少
年
セ
ン
タ
ー
共
催
事
業
】

平
和
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
…

「
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
青
年
部
が
広
島
研
修
へ

支
援
募
金
に
感
謝
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元
広
島
平
和
記
念

資
料
館
館
長畑

口　

實
氏

　

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
…

こ
の
日
は
私
に
と
っ
て
、

被
爆
、
父
の
死
と
い
う
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
日

で
す
が
、
原
爆
と
い
う
ト

ラ
ウ
マ
か
ら
逃
れ
る
た

め
、
生
ま
れ
て
半
世
紀
は

忘
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
五
十
歳
を
過
ぎ
、

原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
文
化

長
に
十
数
名
で
出
席
し
た

こ
と
で
す
。
初
め
て
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
主
人

も
同
伴
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
年
八
月
、
サ
ロ
ン
に

「
原
爆
の
子
」
主
演
女
優

乙
羽
信
子
さ
ん
を
迎
え

て
、
中
国
放
送
井
尾
義
信

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の
対
談

も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
長
年
念

願
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
聖

地
ル
ル
ド
へ
巡
礼
に
出
か

け
、そ
の
後
の
十
年
間
は
、

両
親
の
介
護
、
娘
達
の
結

婚
、
出
産
と
超
多
忙
な

日
々
で
、
医
師
で
あ
っ
た

私
の
父
を
百
壱
歳
で
見
送

り
、
最
近
や
っ
と
普
通
の

暮
ら
し
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

国
際
部
会
理
事

中
谷
美
保
子
さ
ん

　

叔
父　

松
原
博
臣
が
会

長
の
時
、
女
性
会
員
を
増

や
し
活
性
化
し
た
い
旨
の

依
頼
が
あ
り
、
友
人
数
名

と
入
会
し
、
在
籍
二
十
年

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
事
は
、

一
九
九
三
年
五
月
、
パ
リ

日
本
文
化
祭
が
パ
リ
の
ユ

ネ
ス
コ
本
部
で
開
催
さ

れ
、
加
藤
朗
一
先
生
を
団

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
す
ぐ

広
島
平
和
記
念
資
料
館
勤

務
と
い
う
ま
た
思
い
出
さ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

っ
た
時
は
、
毎
日
が
苦
痛

の
連
続
で
、
早
く
異
動
を

願
い
出
た
い
一
心
で
し
た
。

　

で
も
そ
の
時
は
、
宮
島

口
の
自
宅
か
ら
職
場
ま
で
、

二
つ
の
異
な
っ
た
世
界
的

な
世
界
文
化
遺
産
を
毎
日

見
て
通
勤
し
て
お
り
、
誠

に
贅
沢
な
限
り
で
し
た
。

　

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
を
見

た
り
調
べ
た
り
す
る
の
が

好
き
に
な
り
、
地
図
と
か

写
真
を
見
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
入
会
後
は
、
あ
ま

り
気
張
ら
ず
に
参
加
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

タ
ー
）

23�
日
／
高
校
生
コ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

「
世
界
寺
子
屋
運
動
支
援
募
金

活
動
」�

（
広
島
そ
ご
う
横
歩
道
）

〈
１
月
〉

12�
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
表

彰
状
揮
毫　
担
当
者
足
立
理
事

21�
日
／
新
春
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

開
催
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞

受
賞
式
・
新
春
コ
ン
サ
ー
ト（
出

演
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
）・
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
・
子
ど
も
支
援
募
金

　
（
広
島
市
文
化
交
流
会
館
）

25�
日
／
広
報
部
会
・
機
関
紙
第
80

号
プ
ラ
ン
会
議

　
　
　
　
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

〈
２
月
〉

４�

～
５
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
古
田
副
会

長
ほ
か�

（
島
根
県
出
雲
市
）

５�

日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ
ス
コ

連
絡
協
議
会
会
長
に
亀
井
章
広

島
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
会

長
が
再
任

13
日
／
正
副
会
長
・
部
会
長
会
議

（
幟
町
集
会
所
）

〈
３
月
〉

11�
日
／
３
・
11
追
悼
・
復
興
・
平

和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
！
」
午
後

二
時
三
十
分
か
ら（
広
島
平
和
記

念
公
園
内
北
側　

平
和
の
鐘
前
）

12
日
／
機
関
紙
第
80
号
発
行

春
を
告
げ
る
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

三
月
二
十
四
日
（
土
）

　
　

午
後
二
時
―
三
時
三
十
分

場
所　

広
島
市
宇
品
公
民
館

出
演

　

ヴ
ィ
オ
ラ　

沖
田
孝
司
さ
ん

　

ピ
ア
ノ　
　

沖
田
千
春
さ
ん

　

曲
目　

�

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ

レ
イ
ス

　
　
　
　

七
つ
の
子

　
　
　
　

春
よ
来
い

　
　
　
　

涙
そ
う
そ
う

　
　
　
　

愛
の
挨
拶

　
　
　
　

I�love�Y
ou

ほ
か

　

入
場
は
無
料　

定
員
五
十
名

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

宇
品
公
民
館　

　
　

広
島
市
南
区
宇
品
御
幸

四
丁
目
一
―
二

　

TEL
＆
ＦＡＸ

〇
八
二
―
二
五
三
―
二
五
二
九

〈
12
月
〉

２�

・
６
・
13
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動

奨
励
賞
表
彰
文
・
紹
介
文
検
討

会
議
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

３�

日
／
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
修
会
（
主
催
・

広
島
県
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
連

絡
協
議
会
／
県
立
歴
史
博
物
館
）

23�
日
／
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ

ナ
ー
（
広
島
市
青
少
年
セ
ン

　

国
連
合
唱
団
に
よ
る
「
広

島
・
長
崎
・
沖
縄　

平
和
と
慰

霊
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
五
月

二
十
日
（
日
）
午
後
五
時
開
演

で
、
広
島
市
文
化
交
流
会
館

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
歌
手

の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
も
参
加
。

開
催
に
当
た
り
広
ユ
協
会
は
、

協
力
団
体
の
一
員
と
し
て
、
実

行
委
員
を
派
遣
し
成
功
を
期
し

ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
（
出
前
講
座
）

国
連
合
唱
団
が
来
広
へ

日

　
　
　誌

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


